
［成果情報名］ナタネ前作を想定した油糧用ヒマワリの栽培法

［要約］油糧用ヒマワリの播種適期は5月上旬であり、水田転換畑では培土・着蕾時の追肥

が収量確保に有効である。生育初期には除草剤散布と培土による除草効果が高い。コンバ

イン収穫が可能であり、収穫適期は花托水分含量が低下する成熟期以降である。
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［背景・ねらい］

地域資源循環に向けた運動の高まりなどからナタネの作付けが増加しているが、圃場の

有効利用と効率的な油糧生産のために、ナタネ前作物として導入が可能なヒマワリの生育

特性を把握するとともに栽培体系を構築する。

［成果の内容・特徴］

１．ヒマワリを食用油の原料として栽培する場合、現行品種では中オレイン酸タイプで多

収性のパイオニア「63M80」（「春りん蔵」（ホクレン））が適する。

２．福島県においては、ヒマワリを5月に播種すると9月上旬に収穫を行うことができ、後

作にナタネの作付けが可能となる。播種時期が早いほどヒマワリ子実の含油率とオレイ

ン酸含有率が高くなり、草丈や着花位置が低下して機械収穫適性が高まることからヒマ

ワリの播種適期は5月上旬である（表１）。

３．水田転換畑では、培土時または着蕾時の追肥は収量確保のために有効である（図１）。

４．ヒマワリは生育初期に雑草害を受けやすいが、播種直後にトリフルラリン乳剤を散布

し、播種1ヶ月に中耕培土を併せて行うことで高い除草効果が得られる（図２）。

５．普通型コンバインによる収穫が可能であり、収穫適期は花托水分含量が低下する成熟

期（開花後50日程度）以降である（表２）。鳥害が著しい場合には、減収を回避するた

めの応急処置として、脂肪酸組成が固定する開花後30日から早期収穫が可能であるが、

子実含水率が高いため、収穫後に十分乾燥を行う必要がある。

［成果の活用面・留意点］

１．開花後早期からカワラヒワなどの飛来が見られる場合には、鳥害対策を検討する。

２．ヒマワリに菌核病が発生した場合は、後作のナタネ作付けを避ける。

３．福島県におけるヒマワリ栽培のための参考資料とする。



［具体的データ］

図１ 水田転換畑における施肥及び追肥法と 図２ 水田転換畑における除草方法と雑草

収量(2010年） 発生量（2007年）

注）施肥量は化成肥料(8-8-8)で5kgN/10a施用、 注）除草剤（ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ乳剤）散布は播種直後、中耕

中耕培土は播種1ヶ月後に実施。 培土は播種1ヶ月後に実施、雑草発生量は中耕

培土2週間後に調査。

（福島県）
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表２ 開花～成熟期間中の子実特性(2008年)

開花後
＊

含水率(%) 子実重 千粒重 含油率
＊＊

脂肪酸組成(%)
＊＊

日 数 子実 花托 (kg/10a) (g) (%) ｵﾚｲﾝ酸 ﾘﾉｰﾙ酸

20 67.2 87.0 161 25.9 36.7a 54.7a 30.2a

30 41.7 83.2 193 32.8 38.6a 60.9 b 25.4 b

35 43.1 85.3 213 35.6 - - -

40 42.5 86.9 224 35.5 52.9 b 61.4 b 26.1 b

45 34.0 81.5 214 34.0 52.4 b 59.0ab 28.4ab

50 20.2 76.7 234 35.8 53.1 b 61.7 b 25.5 b

55 5.8 32.6 193 35.1 - - -

注）*開花日:7月14日、成熟期:9月3日(開花後51日)

**ﾋﾞｭｯﾋ=ｶﾋﾞｨｰﾂｪﾙ法により分析（中央農研）。同一英文字を付した平均値間

にはTukey-kramerの多重比較検定(P<0.05)による有意差がない。
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表１ 播種時期と子実含油率・脂肪酸組成（2007年）および生育・収量（2008年）

含油率
＊

脂肪酸組成(%)
＊

成熟期 草丈 子実重 千粒重
播種時期

(%) ｵﾚｲﾝ酸 ﾘﾉｰﾙ酸 (月.日) (cm) (kg/10a) (g)

5月上旬 46.9a 69.4a 16.9a 9.04 129.3 250 40.7

5月中旬 43.9ab 66.5 b 21.8ab 9.02 169.7 249 34.7

5月下旬 48.3a 63.8 b 24.6 b 9.06 167.3 246 35.7

7月上旬 40.6 b 49.2 c 40.4 c - - - -

7月下旬 37.8 bc 50.2 c 37.8 c - - - -

注) *ﾋﾞｭｯﾋ=ｶﾋﾞｨｰﾂｪﾙ法により分析（中央農研）。同一英文字を付した平均値間には

Tukey-kramerの多重比較検定(P<0.05)による有意差がない。
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